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市⺠アンケート調査結果概要 

1. 回答者の属性 

 男性４割、女性６割の回答構成となっており、女性の回収率が男性に比べて高

い。 

 年齢が上がるほど回収率が高くなっており、60 歳以上が過半数を占めている。 

 職業は、「会社員・公務員」が３割、「主婦・主夫」「無職」が共に２割となっ

ている。 

(1) 性別 

 
 

(2) 年齢 

 
 

(3) 職業（複数回答） 
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2. 公共交通の利用状況と交通手段別の外出頻度 

 都心部→周辺部→中山間地域等と郊外に行くほど、公共交通を使った外出頻

度が少なくなっている。 

 一方、自家用車による利用頻度は、郊外に行くほど多くなっている。 

 「バイク・自転車だけ」、「徒歩だけ」での外出頻度は、公共交通と同様に、郊

外に行くほど少なくなっている。 

 年齢層別では、年齢が上がるほど公共交通の利用頻度が少なくなっている。自

家用車利用は、40～50 歳代の中高年層で最も多く（6 割以上が週 1 回以上

の利用）、10～30 歳代の若年層・60 歳代以上の高齢者層で同程度の利用（約

4 割が週 1 回以上の利用）となっている。 

 「よく利用する公共交通手段」は高齢になるほど鉄道利用が減り、バス利用が

増えている。駅・バス停までのアクセシビリティが影響しているものと考えら

れる。 

 

(1) 公共交通を使った外出頻度 

1) 地域別の結果 

 

2) 年齢層別の結果 
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(2) よく利用する公共交通手段（複数回答） 

1) 地域別の結果 

 
 

2) 年齢層別の結果 

 

 

(3) 自家用車を使った外出頻度 

1) 地域別の結果 

 
 

2) 年齢層別の結果 
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(4) バイク・自転車だけを使った外出頻度 

1) 地域別の結果 

 

2) 年齢層別の結果 

 
 

(5) 徒歩だけを使った外出頻度 

1) 地域別の結果 

 
 

2) 年齢層別の結果 
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(6) 公共交通・自家用車の利用状況 

問１、 ２（交通手段別外出頻度）の回答結果から次のとおり利用層を区分した。 

・公共交通中心層： 公共交通の利用頻度が多く（週 1 日以上）かつ自家用

車の利用頻度が少ない（月に数回以下） 

・どちらも利用する層： 公共交通の利用頻度が多く（週 1 日以上）かつ自家用

車の利用頻度が多い（週 1 日以上） 

・自家用車中心層： 公共交通の利用頻度が少なく（月に数回以下）かつ自家

用車の利用頻度が多い（週 1 日以上） 

・どちらも利用しない層： 公共交通の利用頻度が少なく（月に数回以下）かつ自家

用車の利用頻度が少ない（月に数回以下） 

（主に徒歩、自転車、バイク利用などを利用する人） 
 

 都心部に行くほど、公共交通を日常的に利用する人（「公共交通中心層」

＋「どちらも利用する層」）が多く、周辺部→中山間地域等と郊外に行く

ほど、「自家用車中心層」が多い。 

 10～30 歳代は「公共交通中心層」が最も多く、約６割が公共交通を日常

的に利用する。40～50 歳は「自家用車中心層」が最も多く、公共交通中

心層が少ない。60 歳以上になると、「公共交通中心層」「どちらも利用し

ない層」のいずれもが増加する。 

1) 地域別の結果 

  
2) 年齢層別の結果 

 

公共交通中心層

37%

公共交通中心層

25%

公共交通中心層

17%

どちらも利用

する層

14%

どちらも利用する層

19%

どちらも利用する層

18%

自家用車中心層

19%

自家用車中心層

34%

自家用車中心層

47%

どちらも利用しない層

31%

どちらも利用しない層

22%

どちらも利用しない層

18%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

都心部

周辺部

中山間地域等

公共交通中心層 どちらも利用する層 自家用車中心層 どちらも利用しない層

N=406

N=766

N=418

公共交通中心層

41%

公共交通中心層

17%

公共交通中心層

26%

どちらも利用する層

18%

どちらも利用する層

21%

どちらも利用

する層

15%

自家用車中心層

24%

自家用車中心層

43%

自家用車中心層

31%

どちらも利用

しない層

16%

どちらも利用

しない層

19%

どちらも利用しない層

28%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10～30歳代

40～50歳代

60歳代以上

公共交通中心層 どちらも利用する層 自家用車中心層 どちらも利用しない層

N=249

N=485

N=803

公共交通 

利用層 

（公共交通を

日常的に利用

する人） 



6 
 

3. 路線バスの利用状況とニーズ 

(1) 路線バスの利用頻度と利用していない理由 

1) 地域別の結果 
 都心部→周辺部→中山間地域等と郊外に行くほど、路線バスの利用頻度が

低くなっている。 

 「路線バスを利用していない」理由は、3 地域とも、「必要がないから」が

最も多い。 

 「本当は使いたいが、使うことができないから」という回答は、各地域で

若干数（3～7%）あり、郊外に行くほど多くなる。 

 バス停が遠いなど外的環境による理由は周辺部・中山間地域等において多

い。また、体力の低下など当人の理由は、３地域とも多い傾向がある。 

(a) 路線バスの利用頻度 

 

 

(b) 路線バスを利用していない理由（複

数回答） 
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2) 年齢層別の結果 
 路線バスの利用頻度は 40～50 歳代が最も少ない。 

 「路線バスを利用していない」理由は、どの年齢層も「必要がないから」

が最も多い。 

 「本当は使いたいが、使うことができないから」という回答は各年齢層で

若干数（4～6%）あり、60 歳代以上が最も多い。 

 60 歳代以上は体力の低下による理由が最も多い。 

 

(a) 路線バスの利用頻度 

 
 

(b) 路線バスを利用していない理由（複

数回答） 

 

 

(c) 路線バスを使いたいが使うことがで
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(d) バス停まで歩くことが大変な具体的

な理由（複数回答） 
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4. 目的別の外出状況と移動に関する不便さ 

 

 通勤・通学での外出状況 

(1) 通勤・通学での外出の有無 

1) 地域別の結果 

 
 

2) 年齢層別の結果 
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問８～問１２の回答結果（各目的別の利用交通手段の回答）から、次のとおり、

目的別に利用層を区分した。 

・公共交通中心層： 鉄道・路線バス・タクシーを利用し、かつ自家用車を利

用しない。 

・どちらも利用する層： 鉄道・路線バス・タクシーを利用し、かつ自家用車も利

用する。 

・自家用車中心層： 鉄道・路線バス・タクシーを利用しない、かつ自家用車

を利用する。 

・どちらも利用しない層： 鉄道・路線バス・タクシーを利用しない、かつ自家用車

も利用しない。（主に徒歩、自転車、バイク利用などを

利用する人） 
 

公共交通 

利用層 

（公共交通を

日常的に利用

する人） 
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(2) 通勤・通学目的での公共交通中心層・自家用車中心層（外出すると回答した人） 

 通勤・通学目的の外出では、都心部・周辺部は公共交通中心層が多く、中山間

地域等では自家用車中心層や自家用車と公共交通を組み合わせた利用が多く

なっている。 

 10～30 歳代の若年層で、通勤・通学に公共交通を利用する人は６割を超え

るが、中高年・高齢者では、公共交通の利用が減り、自家用車の利用が増える。 

1) 地域別の結果 

 

 

2) 年齢層別の結果 

 

(3) 通勤・通学での外出頻度（外出すると回答した人） 

 地域・交通手段に関係なく外出頻度は週５回以上が多い。 

1) 地域別・利用層別の結果 

 

2) 年齢層別の結果 
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 普段の買い物での外出状況と不便さ 

(1) 普段の買い物目的での公共交通中心層・自家用車中心層 

 普段の買い物の外出では、都心部はどちらも利用しない層（徒歩・自転車等中

心）、周辺部・中山間地域等は自家用車中心層が多くなっている。公共交通を

利用する層は、３地域とも同程度の割合（14～16％）となっている。 

 年齢別では、10～30 歳代でどちらも利用しない層（徒歩・自転車等が中心）

が最も多く、40～50 歳代では自家用車中心層が多くなっている。また、ど

の年代でも他の目的と比べて自家用車利用が最も多く、60 代以上においても

半数近くが自家用車を利用している。買い物では、荷物の持ち運びが負担とな

るためと考えられる。 

 

1) 地域別の結果 

 

 

2) 年齢層別の結果 
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(2) 普段の買い物の外出頻度 

 都心部・周辺部では、公共交通中心層の外出頻度が高く、中山間地域等では自

家用車中心層の外出頻度が高い。中山間地域等は公共交通の利便性が低いた

め、公共交通利用層の外出頻度が低くなっていると考えられる。 

 年齢別では、高齢になるほど、週 5 回以上での外出が増える。 

1) 地域別・利用層別の結果 

 

 
2) 年齢層別の結果 
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28%

18%

19%

週に５日以上

35%
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回程度
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10～30歳代

40～50歳代

60歳代以上

週に５日以上 週に１～４日程度 月に数回程度 年に数回・外出していない

N=789

N=481

N=247
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(3) 普段の買い物での移動に関する不便さ（複数回答） 

 自家用車中心層は、「移動に不便を感じることはない」と回答する人が多く、

特に、都心部→周辺部→中山間地域等と郊外に行くほど不便を感じない傾向

にある。一方、どちらも利用しない層（徒歩・自転車等中心）は、都心部に行

くほど不便を感じない傾向にある。 

 都心部→周辺部→中山間地域等と郊外に行くほど、免許返納への不安を持つ

自家用車中心層が多くなる。 

1) 地域別・利用層別の結果 

 
2) 年齢層別の結果 
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 定期的な通院での外出状況と不便さ 

 定期的な通院の外出では、都心部は「どちらも利用しない層」（徒歩・自転車

等中心）が多く、周辺部は「公共交通中心層」と「どちらも利用しない層」が

ほぼ同数、中山間地域等は「自家用車中心層」が多くなっている。 

 

(1) 定期的な通院での外出の有無 

1) 地域別・利用層別の結果 

 

2) 年齢層別の結果 

 
 

(2) 定期的な通院目的での公共交通中心層・自家用車中心層（通院すると回答した人） 

1) 地域別の結果 

 

2) 年齢層別の結果 
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(3) 定期的な通院の外出頻度（通院すると回答した人） 

1) 地域別・利用層別の結果 

 

 
2) 年齢層別の結果 
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(4) 定期的な通院での移動に関する不便さ（通院すると回答した人・複数回答） 

 「公共交通中心層」では、「特に不便を感じることはない」との回答が、都心

部→周辺部→中山間地域等と郊外に行くほど少なくなっている。また、「どち

らも利用しない層（徒歩・自転車等中心）」も、「特に不便を感じることはない」

との回答が、郊外に行くほど少ない。郊外に行くほど、公共交通の利便性が低

いことや病院の立地等により不便さを感じやすくなっていると考えられる。 

 都心部→周辺部→中山間地域等と郊外に行くほど、免許返納への不安を持つ

自家用車中心層が多くなる。 

1) 地域別・利用層別の結果 

 
2) 年齢層別の結果 
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 公共施設への外出状況と不便さ 

(1) 公共施設への外出の有無 

1) 地域別の結果 

 

2) 年齢層別の結果 

 
 

(2) 公共施設への外出での公共交通中心層・自家用車中心層（公共施設へ行くと回答した

人） 
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と公共交通利用層が、周辺部・中山間地域等は自家用車中心層が多くなってい

る。 

1) 地域別の結果 

 
 

2) 年齢層別の結果 
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(3) 公共施設への外出頻度（公共施設へ行くと回答した人） 

1) 地域別・利用層別の結果 

 

 
2) 年齢層別の結果 
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(4) 公共施設への移動に関する不便さ（公共施設へ行くと回答した人・複数回答） 

 公共交通中心層では、「特に不便を感じることはない」との回答が、都心部→

周辺部→中山間地域等と郊外に行くほど少なくなっており、公共交通の利便

性が低いため不便さを感じやすくなっていると考えられる。また、「どちらも

利用しない層（徒歩・自転車等中心）」も、「特に不便を感じることはない」と

の回答が、郊外に行くほど少ない。 

 

1) 地域別・利用層別の結果 

 
2) 年齢層別の結果 

 

0%

0%

1%

0%

7%

0%

0%

0%

0%

0%

0%

0%

1%

0%

0%

1%

21%

3%

10%

51%

1%

0%

1%

2%

1%

1%

4%

1%

5%

1%

1%

0%

0%

0%

2%

1%

2%

0%

1%

1%

11%

3%

31%

33%

0%

0%

3%

1%

0%

0%

8%

1%

7%

0%

0%

1%

1%

2%

1%

1%

1%

0%

3%

1%

7%

3%

46%

13%

1%

0%

4%

0%

0 10 20 30 40 50 60

公共交通中心層

どちらも利用する層

自家用車中心層

どちらも利用しない層

公共交通中心層

どちらも利用する層

自家用車中心層

どちらも利用しない層

公共交通中心層

どちらも利用する層

自家用車中心層

どちらも利用しない層

公共交通中心層

どちらも利用する層

自家用車中心層

どちらも利用しない層

公共交通中心層

どちらも利用する層

自家用車中心層

どちらも利用しない層

公共交通中心層

どちらも利用する層

自家用車中心層

どちらも利用しない層

そ
ろ

そ
ろ

免
許

返
納

を
考

え
て

い
る

た

め
、

不
便

に
な

る
か

も
し

れ
な

い

公
共

交
通

(
バ

ス
・

鉄
道

・
タ

ク
シ

ー
)

で
移

動
し

て
い

る
た

め
、

不
便

に
感

じ
る

こ
と

が
あ

る

家
族

等
の

送
迎

で
移

動
し

て
い

る
た

め
、

不
便

に
感

じ
る

こ
と

が
あ

る

公
共

交
通

が
な

い
、

ま
た

は
送

迎
し

て
く

れ
る

人
が

い
な

い
た

め
、

不
便

に
感

じ
る

こ
と

が
あ

る

特
に

不
便

を
感

じ
る

こ
と

は
な

い
そ

の
他

(%)

都心部 周辺部 中山間地域等

そ
ろ
そ
ろ
免
許

返
納
を
考
え
て

い
る
た
め
、
不

便
に
な
る
か
も

し
れ
な
い

公
共
交
通(

バ

ス
・
鉄
道
・
タ

ク
シ
ー)

で
移
動

し
て
い
る
た
め
、

不
便
に
感
じ
る

こ
と
が
あ
る

家
族
等
の
送
迎

で
移
動
し
て
い

る
た
め
、
不
便

に
感
じ
る
こ
と

が
あ
る

公
共
交
通
が
な

い
、
ま
た
は
送

迎
し
て
く
れ
る

人
が
い
な
い
た

め
、
不
便
に
感

じ
る
こ
と
が
あ

る

特
に
不
便
を
感

じ
る
こ
と
は
な

い

そ
の
他

N=212 N=394 N=238

0%

7%

4%

5%

83%

4%

1%

4%

3%

3%

85%

5%

12%

11%

3%

3%

70%

4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そろそろ免許返納を考えているため、不便になるかもし

れない

公共交通(バス・鉄道・タクシー)で移動しているため、

不便に感じることがある

家族等の送迎で移動しているため、不便に感じることが

ある

公共交通がない、または送迎してくれる人がいないた

め、不便に感じることがある

特に不便を感じることはない

その他

10～30歳代 40～50歳代 60歳代以上N=104 N=435N=276



19 
 

 

 休日の外出状況と不便さ 

 休日の外出では、都心部に行くほど、公共交通利用層が多くなり、周辺部・中

山間地域等の郊外に行くほど、自家用車中心層が多くなっている。 

 都心部・中山間地域では、交通手段による外出頻度の差異はほぼない。周辺部

では公共交通中心層より自家用車中心層の方が週に１回以上外出する割合が

高くなっており、公共交通利用層より、「自家用車中心層」・「どちらも利用し

ない層（徒歩・自転車等中心）」の外出頻度が高くなっている。 

 年齢層別では、10～30 歳代と 60 歳代以上はそれぞれ半数以上が公共交通

を利用するが、40～50 歳代では公共交通利用層は４割未満に留まってい

る。また、年齢が上がるほど外出頻度が低くなっている。 

(1) 休日の外出での公共交通中心層・自家用車中心層 

1) 地域別の結果 

 

 

2) 年齢層別の結果 
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(2) 休日の外出頻度 

1) 地域別・利用層別の結果 

 

 
2) 年齢層別の結果 
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(3) 休日の外出での移動に関する不便さ（複数回答） 

 公共交通中心層では、「特に不便を感じることはない」との回答が、都心部→

周辺部→中山間地域等と郊外に行くほど少なくなっており、公共交通の利便

性が低いため不便さを感じやすくなっていると考えられる。また、「どちらも

利用しない層（徒歩・自転車等中心）」も、「特に不便を感じることはない」と

の回答が、郊外に行くほど少ない。 

 

1) 地域別・利用層別の結果 

 
2) 年齢層別の結果 
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5. 公共交通の維持確保に向けて必要な取組 

(1) 公共交通を維持確保するため必要な取組（複数回答） 

 全般的に、「路線やダイヤを維持または便利にする」の回答数が多いが、周辺

部・中山間地域等では、特に、自家用車中心層で多くなっており、公共交通を

利用しない一方で利便性を求める声が多い。一方で、都心部の公共交通中心

層においても、「路線やダイヤを維持または便利にする」「乗り換えをもっと

スムーズにする」「混雑対策」「バス停の環境改善」等の利便性を求める声が

多い。 

1) 地域別・利用層別の結果 
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2) 年齢層別の結果 
 各年齢層で、「路線やダイヤを維持または便利にする」の回答数が最も多い。 

 「地域主体の取組支援」「交通利用の啓蒙」「バス停の環境改善」に対する要

望は、高齢者ほど多くなっている。 

 若い年齢層ほど「乗り換えをスムーズにする」「混雑対策」「バス遅延対策」な

ど、定時性・速達性や円滑な移動環境を求める声が多い。通勤・通学などの利

用が多いためと考えられる。 
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6. 公共交通に求める役割 

(1) 公共交通に求められている役割（複数回答） 

 全般的に、「市民の通勤や通学」、「買物や通院」等、市民生活を支える移動

手段と考える人が多く、都心部では公共交通利用層で、周辺部・中山間地

域等では自家用車中心層が多い。 

 周辺部・中山間地域等において、自家用車中心層で「免許を持たない人の

ため」、「将来免許返納した時の移動手段」という回答が多く、「今は公共交

通を利用していないが、将来に必要となる」と考える人が多い。 

1) 地域別・利用層別の結果 
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2) 年齢層別の結果 
 年齢層別では、通勤・通学のためという回答は若い年齢層ほど多く、日常

の買い物・通院のためという回答は 60 歳以上が多くなる。 
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7. 公共交通が地域社会にもたらす効果 

(1) 公共交通が地域社会にもたらす効果（複数回答） 

 全般的に、「いつでも利用できる安心感」との回答が多く、周辺部・中山間

地域等では、特に、公共交通利用の少ない自家用車中心層で「いつでも利

用できる安心感」を期待する声が多くなっている。 

1) 地域別・利用層別の結果 
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2) 年齢層別の結果 
 年齢が上がるにつれて、自動車利用を減らす効果（渋滞緩和・環境改善）

を感じる意見は、増加する傾向がある。 

 「進学先の選択肢を増やす効果」については、年齢が若いほど増加する傾

向がある。 
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8. 自由記述の主な意見 

 自由記述欄では、「路線・ダイヤ」に関する要望・意見が最も多く、次いで、「利用

環境」、「運賃・乗車券」に関する要望・意見が多かった。 

■公共交通全般に関する要望・意見 

 どんな状況でも公共交通は一番大切な存在です。地域に寄り添う取組を希望し

ます。 

 いつも便利に利用出来るとうれしいです。 

■路線・ダイヤに関する要望・意見 

 これ以上バスを減らさないでほしい。 

 バスの本数を増やしてほしい。1 時間に 1 本では困る。 

 終電・終バスの時間を遅くしてほしい。 

 路線バスの経路変更や新設（周辺部から駅・中心部へ等）を求める。バスが混

んでいて使いにくい。 

■効率化に関する要望・意見 

 バスの本数を減らして、経費削減をほしい。回送車が多い。 

 タクシーが多い。 

 道路や利用者数の状況によって、バス車両を小型化した方がいい。 

■利用環境に関する要望・意見 

 バスが混んでいて使いにくい。 

 渋滞等によりバスがよく遅れるので、解消してほしい。（混雑や遅延のため利用

を控えるという人も） 

 観光シーズンの道路渋滞・遅延を何とかしてほしい。 

 観光客が多く、バスに乗れないことがある。市民と観光客の棲み分けをしてほ

しい。 

 路上駐車をなくしてほしい。 

■運賃・乗車券に関する要望・意見 

 バス、鉄道（地下鉄）、タクシーの運賃が高い。これ以上値上げしてほしくない。

安くしてほしい。 

 通学定期券を安くしてほしい。 

 タクシー料金について、障害者や高齢者に割引してほしい。 

 支払いを電子決済可能にしてもらいたい。 

 繁華街の短距離区間限定で、1 回 100 円で乗れる回数券があればいい。 

 均一運賃にしてほしい。（バス） 

 赤字を減らすために、一日券や地下鉄運賃を値上げしたらよい。 
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■「バスが分かりにくい」という意見 

 バスの系統・行き先、バス停の位置などが分かりづらいため、バスを利用しよ

うと思わない。系統がありすぎて路線図が分かりにくい。 
 バス会社ごとではなく、全ての路線を示した図があると良い。 

■運転操作・接遇等に関するご意見 

 バス・タクシーの運転が荒い。 
 運転士、駅員の態度・対応が悪い。 

■バリアフリーに関するご意見 

 車いす、ベビーカーで乗り降りしやすい環境にしてほしい。 
 ヘルプマークの認知度が低いので対策すべき。 

■乗継に関する要望・意見 
 鉄道⇔バス、バス⇔バスの乗換をスムーズにできるように、ダイヤの改善や割

引などしてほしい。 
■維持を求める要望・意見 
 市民の移動手段として今の体制と安全運行を維持していただきたい。 
 街中に住んでいるので不便を感じることはないですが、人口の少ない地域にい

る方々が今より不便になるような変更はないようにお願いしたいです。 
 財政難だからといって、減便や路線が減ってはいけないと思う。 
 免許返納した時にバスの運行回数が少なくなると困ります。現状を維持して下

さい。 

■敬老乗車証に関する要望・意見 
 敬老乗車証の値上げは困ります。 
 これから、高齢者は増える一方で、優遇する必要はないと思います。 

■賛同の意見 

 いつも便利で助かっています。 

 均一区間料金になってとても助かります。JR バスと市バスのダイヤも良くな

りました。 

 バス、タクシーの運転士さんが親切だと思う。 

 バス運転手さんの観光客への対応がすばらしい（語学力）場面に遭遇して感激

しました。 

 路線バスは以前住んでいた所（東京）に比べほぼ時刻通りに来て下さるのであ

りがたく思っています。バスでの町中の移動はストレスがなく快適です。 

 地下鉄はどの車両に乗れば、どの駅が便利かの表識はとても有難い。 
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9. アンケート結果のまとめ 

 地域ごとの特性とニーズ 
 都心部では「公共交通」や「バイク」「自転車」「徒歩だけ」での外出が多い。

一方、周辺部→中山間地域等と郊外に行くほど、自家用車の利用が増え、公共

交通の利用は少なくなる。 

 都心部→周辺部→中山間地域等と郊外に行くほど、公共交通利用に不便さを

感じる人が多い。中山間地域等では、将来の免許返納を不安に思う人が多い。 

 全ての地域で「路線やダイヤを維持または確保する」という要望が多い。特に、

都心部→周辺部→中山間地域等と郊外に行くほど多くなる傾向。都心部ほど、

「混雑対策」「バス遅延対策」など円滑な移動環境を求める声が多い。 

 年齢層ごとの特性とニーズ 
 若年層で公共交通利用が多く、年齢が上がるほど公共交通の利用頻度が低く

なる。特に、40～50 歳代で自家用車利用が多く、公共交通の利用が少ない。

また、高齢になるほど鉄道利用が減り、バス利用が増える。 

 路線バスを「本当は使いたいが使うことができない」との回答は 60 歳代以

上が多く、理由としては、「家からバス停まで歩くことが大変だから」が多い。 

 公共交通の役割として、10～50 歳代では「通勤・通学のため」、60 歳代以

上は「日常の買い物／通院のため」という意見が多い。 

 「普段の買い物」では、どの年齢層でも、他の目的と比べ、自家用車利用が最

も多く、荷物の持ち運びを負担に感じているものと考えられる。 

 公共交通の維持確保に向けて、各年齢層で、「路線やダイヤを維持または便利

にする」取組が必要との回答が最も多い。高齢者は、「地域主体の取組支援」

「交通利用の啓蒙」「バス停の環境改善」といった取組が必要と回答している。

一方、若い世代は「乗り換えをスムーズにする」「混雑対策」「バス遅延対策」

など、定時性・速達性や円滑な移動環境を求める声が多い。 

 公共交通がもたらす効果として、年齢が上がるほど、「自動車利用を減らす効

果（渋滞緩和・環境改善・事故防止）」を期待する意見が多くなる。一方、若

いほど、「進学先の選択肢を増やす効果」を期待する意見が多くなる。 

 公共交通・自家用車の利用者の特性とニーズ 
 都心部・周辺部では公共交通中心層の外出頻度が高く、中山間地域等では自家

用車中心層の外出頻度が高い。 

 自家用車中心層は、郊外に行くほど「移動に不便を感じない」という回答が多

い。一方、公共交通中心層は中山間地域等において特に不便を感じている傾向

がある。 

 周辺部・中山間地域等では、公共交通を利用しない自家用車利用層で、「免許

を持たない人のため／将来免許返納した時の移動手段」という役割や、「いつ

でも利用できる安心感」を期待する意見が多い。 


